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恒
例
の
消
防
団
春
季
検
閲
は
、
四
月

二
十
七
日
午
前
九
時
か
ら
泉
中
学
校
々

底
に
団
員
、
婦
人
消
防
隊
二
百
八
十
人

が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

検
閲
は
、
境
田
副
団
長
の
開
会
の
こ

と
ば
、
国
旗
掲
揚
、
殉
職
消
防
団
員
に

黙
祷
を
さ
さ
げ
た
あ
と
、
大
野
県
議
、

小
針
村
長
、
永
瀬
消
防
協
会
石
川
支
部

長
、
菅
野
石
川
警
察
署
長
、
佐
久
間
議

長
ら
に
よ
る
通
常
点
検
が
行
わ
れ
ま
し

た
、
続
い
て
ラ
ッ
バ
隊
の
ラ
ッ
パ
吹
奏

に
合
せ
て
棠
々
と
分
列
行
進
が
行
わ
れ

消
防
の
意
気
を
披
露
し
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
検
閲
官
の
小
針
村
長
よ

き てき℃~~ 言川約東
ぅ尚訪団春季校潤

り
「
規
律
服
装
と
も
に
良
好
で
非
常
に

統
卒
が
と
れ
て
優
秀
だ
っ
た
」
と
講
評

と
訓
示
が
あ
っ
た
。
管
野
石
川
警
察
署

長
な
ど
の
来
賓
か
ら
祝
辞
が
あ
り
、
最

後
に
藤
田
団
長
よ
り
「
予
防
消
防
の
徹

底
を
図
り
、
火
災
を
絶
対
出
さ
な
い
よ

う
に
と
」
訓
示
が
あ
り
終
了
し
た
。

な
お
、
こ
の
席
上
、
消
防
長
官
表

状
、
防
火
優
良
家
庭
、
退
職
幹
部
、
一

般
協
力
者
に
対
し
表
彰
状
、
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

〇
消
防
庁
長
官
賞
状
（
伝
達
）

（
昭
和
五
十
三
年
退
職
）
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►

放
水
試
験

通 常 点 検

四山吉//北,,南岩竜 II 中//小蒜 1/)
小 須須法
辻屋 釜釜寺崎

笞

瀬木大大鈴永吉関白
谷戸野竹木林田根
儀仁与吉恵金好沢
博三寿吉典治治光敏
郎

0
学
習
期
間

〇
募
集
期
間

〇
申
し
込
み

〇
受
講
資
格

森

儀

秋

石
森
正
治

塩
田
征
二
郎

福
島
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は

家
庭
で
手
軽
る
に
消
費
生
活
の
勉
強
が

で
き
、
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
II

か

し
こ
い
消
費
者
II

に
な
る
た
め
次
に
よ

り
受
講
者
を
経
集
し
て
い
ま
す
。

受
講
希
望
者
は
早
め
に
役
場
企
画
課

に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

0
募
集
人
員
十
五
名
（
先
着
順
）

〇

受

講

料

無

料

0
学
習
方
法
定
期
的
に
テ
キ
ス
ト
や

資
料
を
配
布
し
ま
す
。

昭
和
五
十
五
年
七
月

i

昭
和
五
十
六
年
三
月
。

昭
和
五
十
五
年
五
月
一

日
！
五
月
三
十
一
日
。

「
ハ
ガ
キ
」
に
住
所
、

氏
名
、
年
令
、
所
属
グ

ル
ー
プ
等
を
記
入
し
役

場
企
画
課
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

過
去
に
一
度
も
通
信
講

通
信
講
座

消
費
生
活

高生

＂ 
辺

大
竹
正
夫

関
根
徳
次

塩
沢
義
徳
（
北
須
釜
）

矢

吹

忠

吉

（

吉

）

矢
吹
嘉
志
（
山
小
屋
）

fl

塩
田
征
二
郎
（
四
辻
）

元
副
分
団
長
関
根
義
美
（
北
須
釜
）

＂

須

釜

貞

幸

（

吉

）

0
表
彰
状
（
防
火
優
良
家
庭
）

元
分
団
長

＂ 

0

退
織
分
団
長

川

辺

大

竹

俊

夫

蒜

生
小

高

中竜

崎

〇

感

謝

状

受
講
者
募
躾

0
テ
キ
ス
ト

座
を
受
講
し
て
い
な
い

十
八
才
以
上
の
方
。

畑

1
消
費
者
ハ
ソ
ド
プ

ッ
ク

2
表
示
の
見
方

3
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
生
活

4
食
品
添
加
物
の
知
識

5
繊
維
製
品
の
選
び
方

扱
い
方

6
家
庭
用
燃
料
の
知
識

7
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
製

品
の
知
識

8
電
気
製
品
の
知
識

9
く
す
り
と
化
粧
品
の

知
識

1
0
消
費
者
を
守
る
法
律

▽
く
わ
し
い
こ
と
は
、
役
場
、
行
政
事

務
所
の
消
費
者
行
政
担
当
課
ま
た
は

県
消
費
生
活
七
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い

合
せ
下
さ
い
。

ヽ

山
小
屋
石
森
金
治

四

辻

太

田

竹

雄

。
一
般
協
力
者

山
小
屋
石
森
金
治

（
山
小
屋
分
団
に
ト
ラ
ン
シ
ー

バ
ー
寄
贈
）

山
小
屋
我
妻
勝
雄

（
防
火
水
そ
う
敷
地
協
力
）

北
須
釜
榊
枝
栄
広

（

＂

 

南
須
釜
塩
澤
重
一

(
＂
 

、一
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//委//

員

佐
久
間
安
直
（
北
須
釜
）

須
藤
利
夫
（
川
辺
）

大
野
式
吉
（
南
須
釜
）

大
竹
泰
子
（
岩
法
寺
）

溝
井
喜
代
恵
（
四
辻
）

真
弓
泰
行
（
蒜
生
）

矢
吹
洋
一
（
小
高
）

岩

谷

利

平

（

中

）

佐
久
間
倉
吉
（
岩
法
寺
）

橋
本
義
睛
（
竜
崎
）

石
森
一
夫
（
南
須
釜
）

塩
沢
清
一
（
北
須
釜
）

矢

部

金

寿

（

吉

）

石
森
武
一
（
山
小
屋
）

須
田
勝
也
（
四
辻
）

真
弓
博
子
（
蒜
生
）

矢
吹
光
江
（
北
須
釜
）

大
竹
俊
夫
（
川
辺
）

鈴

木

代

吉

(

"

)

小
針
金
之
（
＂
）

矢

部

一

郎

(

f

l

)

溝
井
啓
一
（
小
高
）

添
田
藤
夫
（
＂
）

車
田
利
重
（
＂
）

永

林

昭

（

中

）

高

林

浅

松

(

f

l

)

大
竹
安
喜
雄
（
岩
法
寺
）

長
一

(

f

l

)

清

蔵

（

崎

）

覚
雄
（
＂
）

伸
一
（
＂
）

安
春
（
南
須
釜
）

拓

(

"

)

利
一

(

f

l

)

勇

一

(

"

)

幸
久
(

I

l

)

議
夫
（
＂
）

重
一
（
北
須
釜
）

良
市
(

f

l

)

輝
勝
（
＂
）

嘉

栄

（

吉

）

晏
夫
(

f

l

)

石
森
博
信
（
山
小
屋
）

関
根
吉
己
（
四
辻
）

矢
部
ミ
ヤ
（
川
辺
）

大

竹

ア

サ

子

(

"

)

車

田

節

（

小

高

）

須
藤
テ
ル
ョ

(

f

l

)

小

針

洋

子

（

中

）

角
田
キ
ク
ミ
（
＂
）

吉
田
治
枝
（
岩
法
寺
）

仁
井
田
キ
ク
ミ
（
竜
崎
）

鈴
木
シ
ズ
ヱ
（
＂
）

小

原

（

南

須

釜

）

有瀬鈴矢阿大関塩馬小小小石遠
賀谷木吹部越根沢上原林林井藤

昭
和
五
十
五
年
度
の
区
長
会
の
役
員

が
、
四
月
十
日
の
初
区
長
会
で
つ
ぎ
の

よ
う
に
き
ま
り
ま
し
た
。

会

長

草

野

正

司（
山
小
屋
区
長
）

副

会

長

小

林

隆

次（
竜
崎
区
長
）

公
民
館
運
営
審
議
会
委
員

車

田

利

夫（
小
高
区
長
）

な
お
、
各
部
落
の
区
長
さ
ん
は
つ
ぎ

区
長
会
の

役
員
な
ど
き
ま
る

吉
之
（
竜

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
の
任
期
が
一
―
―

月
―
―
-
+
―
日
で
満
了
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
新
し
い
委
員
が
選
任
さ
れ
、
四
月

八
日
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
草
野
勇
蔵

さ
ん
が
委
員
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
新
し
い
委
員
は
次
の
と
お
り

で
す
。委
員
長

同
職
務

代
理
者

委

員＂ 

職
業
紹
介
所
の
業
務
案
内

豊
か
な
経
験
を
職
場
に
生
か
そ
う

働
く
希
望
と
能
力
を
活
用
し
、
就
職

し
た
い
方
は
、
県
高
令
者
無
料
職
業
紹

介
所
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

巡
回
相
談
を
次
の
よ
う
に
行
っ
て
お

り
ま
す
の
で
お
し
ら
せ
致
し
ま
す
。

0
巡
回
相
談
日

一
相
談
対
象
地
区

石
川
郡
（
古
殿
町
も
含
む
）

ー

場

所
石
川
町
、
石
川
福
祉
事
務
所

(
T
E
L
六
ー
ニ
―
二
三
）

一

時

間

十

二

時

！

十

五

時

一
開
催
月
日
五
月
十
九
日

八
月
十
八
日

十
一
月
十
七
日

鈴
木
小
針
小
貫

金
一
（
川
辺
）

直
人
（
南
須
釜
） 崎）

草
野

勇
蔵
（
北
須
釜
）

＂ 
会

長
副
会
長
＂ 

県高令者無料

¥、:6

前
の
農
業
（
生
活
）
改
良
推
進
員
の
任
期
が
三
月
三
十
一
日
で
き
れ

た
の
で
四
月
一
日
付
で
、
新
し
い
六
十
名
の
方
、
々
に
、
県
知
事
、
村
長

よ
り
そ
れ
ぞ
れ
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
昭
和
五
十
七
年
―
―
一
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

選
管
委
員
長
に

草

野

さ

ん

会
長
に
佐
久
間
さ
ん
を
再
任

農
業
（
生
活
）
改
良
推
進
員
を
選
任

新

し

し、

大

野

シ

ヅ

イ

(

”

)

鈴
木
和
子
（
北
須
釜
）

森

ノ

プ

（

吉

）

鈴

木

す

み

子

(

"

)

我
妻
ク
ニ
子
（
山
小
屋
）

滝
ロ
ハ
ッ
子
(

I

I

)

の
と
お
り
で
す
。

川
辺
区
長

蒜
生
区
長

小
高
区
長

中

区

長

岩
法
寺
区
長

竜
崎
区
長

南
須
釜
区
長

北
須
釜
区
長

吉

区

長

山
小
屋
区
長

四
辻
新
田
区
長

三
瓶
農
夫
也

真

弓

善

次

車

田

利

男

永

林

久

徳

大

竹

良

信

小

林

隆

次

円

谷

秋

栄

瀬

谷

博

有

賀

政

司

草

野

正

司

塩
田
好
一

職種

軽作業・雑役

仕 事の

職種別の主なる仕事

内容 ［良
店番・倉庫番

仕 事 の 内 容

事

ビル管理（病院・ビル等の清掃）

賄下番（寮・旅館・料理・食堂等）

用務員・雑役（各種工場・商店・作業所等）

補助員（建設・設備・各種事業所）

管理事務・一般事務・庶務・経理

店員・番頭・配車係・駐車場係

ガソリンスタンド係・倉庫係

運転士・ボイラーマン• 印刷等

家事手伝・留
守番

会社・工場・事務所等の留守番

寮管理（賄）・寮父・芍寮母

一般家庭（お手伝い・留守番）

調査・集金・会員募集・集配

営業等

五
十
六
年
二
月
十
六
日

※
高
令
者
の
「
適
職
」
と
し
て
、
取
扱

っ
て
い
る
も
の
の
一
部
を
例
示
い
た

し
ま
す
。








